






〔研究目的〕 

過去数年にわたり新生児救急医療システムに関する研究がなされ、新生児の集中強化医療

と死亡率、障害発生率との関係、全国の新生児医療の現況調査、新生児医療の整備状況に

関する調査、新生児死亡率の年次推移からみた新生児医療の現状と問題・さらに新生児医

療のシステム化を推進するための方策といったすぐれた一連の研究がなされてきた。 

そして今日、周産期死亡に問題を含むものの新生児死亡を含む乳児死亡率は、世界の先進

国のなかでもトップレベルにある。 

これは、全体的な新生児医療のレベルアップによるものの新生児医療のシステム化、地域

化がはかられないがために、全国的にはまだまだ不幸な転帰をとっている児は少なくない

と思われる。 

今年度は、システム化、地域化のはかられている一部地域の現状と問題を検討した。 


